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高等学校における卒業論文に関わる指導方法 
の改善と教員の指導力向上を目指した研究 

 

竹 林 和 彦（渋谷教育学園渋谷中学・高等学校） 
 

 

１．はじめに 

（１）問題の所在 

高等学校において「卒業論文」（卒業研究）を課す

学校が多くなってきている（１）。「卒業論文」は現学

習指導要領での探求型学習の一環として、また、「総

合的な学習の時間」（総合学習）での取り組みとして

実施されている。高校生たちは「卒業論文」に 1 年

から 2 年ほどの時間を費やしている。「卒業論文」を

書く目的としては、①レポート・論文が書けるよう

になること、②執筆活動を通して、社会に通じる基

本能力（２）を磨くこと、③生きていく上で求められる

探究心や知的好奇心の涵養があげられる。 

筆者の勤務校でも、「自調自考論文」の名称で「卒

業論文」に相当するものが総合学習の時間で扱われ

ている。筆者は「自調自考論文」カリキュラムの責

任者として 6 年間論文指導に携わっている。その間

に、「自調自考論文」を書いたことで進路が決定し、

そのまま大学でも研究を続けていることを聞いた。

また、高校時代に書いた論文で得たスキルがあるの

で、大学で課されるレポートや論文を書くのに困ら

ないといった感想を得た。「自調自考論文」を書き大

学に進学した卒業生全員に調査を行ってはいないの

で断定はできないが、このように一定の成果が見ら

れる。しかし、一方で、「卒業論文」を指導している

教員から、高校生への論文指導の難しさや教員自身

の専門外のテーマに対する対応の仕方の不安、さら

に、教員の論文指導力の向上についてなどの意見を

聞く。それらの背景には、高校生に対する論文の指

導法や教育課程が存在せず、個々の学校、個々の教

員が手探りの状態で指導を行っている現状がある。 

今後、「卒業論文」を執筆する高校生にも、それを

指導する教員にも満足いく探求型学習にするには、

卒業論文に関わる効果的な指導方法や教員の指導力

向上を目指した議論を行う必要がある。そこで本研

究では、先に示した高等学校での「卒業論文」の目

的を達成できるような指導方法の改善と教員の指導

力向上を目指した検討を行う。 

（２）研究の目的と方法 

①研究の目的 

探究型学習を中等教育で経験し、かつ、高等教育

で自分の専門分野はともかく、一般的な研究の手法

や論文の作成方法を学んだ高等学校の教員はそれほ

ど多くはない。筆者も論文作成のスキルは学部学生

の時ではなく、大学院に入って主に身につけたもの

である。さらに、高等学校の現場では、教員が教材

研究や生徒指導に多くの時間を割かれ、研究活動を

日常的に行っていない場合が多い。また、大学で卒

業論文が必須ではなく、論文を書いた経験がない教

員や、大学卒業後長期間論文執筆に携わっていない

教員など日常的に論文を書くことから遠ざかってい

る教員も多い。お互いの抱える指導上の問題点を議

論し解決する時間も取れず、まして、他校とその問

題を共有し解決しようとする動きはほとんど見られ

ない（３）。そこで、本研究の目的は、「卒業論文」を

担当する教員が抱える指導上の問題点を整理し、そ

の改善策を議論し、さらに指導教員の効果的なスキ

ルアップの方法を検討し提案することである。 

②研究の方法 
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現高等学校学習指導要領の解説では探求的な学習

における生徒の学習の姿が、①課題の設定、②情報

の収集、③整理・分析、④まとめ・表現の一連の学

習活動として示されている。現指導要領が示されて

以来、高校生（中等教育）向けの論文の書き方やワ

ークが多く出版されている。それらの論文の書き方

やワークで示されている指導方法（論文の書き方）

でも、筆者が勤務する渋谷教育学園渋谷中学高等学

校でも、探求的な学習の基本的なプロセスは上記の

一連の流れをなぞる。この 4 つのプロセスに⑤評価

の項目を加え、アンケート調査を行い、どのプロセ

スが最も改善を要するのか、「卒業論文」を指導する

教員が抱える指導上の問題点を整理した。その結果

をもとに、すでに「卒業論文」を導入している学校、

今年度から導入している学校、導入していない学校

の教員で研究会を作り、問題点の改善策と指導教員

の効果的な指導力向上の方法を検討した。 

アンケートは渋谷教育学園渋谷中学高等学校で平

成 24・25 年度に「自調自考論文」を担当した教員か

ら 20 名（大学院卒 10 名・学部卒 10 名）を選び実

施した。指導教員の効果的な指導力向上の方法を検

討するために、修士論文執筆の経験と指導に難しさ

を感じた探求的な学習のプロセスの関係を調査した。

修士論文執筆の有無に着目した理由は、筆者の経験

と本研究のために立ち上げた研究会において、修士

論文を書いた時に論文の書き方を最も強く意識した

という意見が多かったためである。なお、アンケー

ト項目は渋谷中学高等学校での指導しているカリキ

ュラムに沿い、①課題の設定は「テーマ設定」、②情

報の収集は「先行研究収集」、③整理・分析は「研究

手法」「分析方法」、④まとめ・表現は「論文執筆」「論

文添削」とし、⑤評価は「評価・優秀論文の選考」

という項目に変更して行った。 

 

２．「卒業論文」を指導する教員が抱える指導上

の問題点 

（１）アンケート結果 

①論文指導上困難を感じている点 

 図１に示したように、教員が論文の指導上困難を

感じているプロセスとして、課題の設定の「テーマ

設定」と整理・分析の「研究手法」「分析方法」が多

い。6 割以上の教員がそこに難しさを感じている。

他方、まとめ・表現の「論文執筆」「論文添削」には

2 割強の教員が困難を感じているだけである。 

 

図１論文指導上難しさを感じている点（全体） 

教員の論文執筆経験と指導上の困難を感じる点の

関係を示したものが図２・３である。複数回答でア

ンケートを行った結果、修士論文執筆経験がある教

員が感じた困難な項目は延べ 24 に対し、執筆経験が

ない教員は延べ 39 項目になった。困難を感じた項目

を見ると、執筆経験がある教員は「テーマ設定」が

最も多く、修士論文執筆経験がない教員は「研究手

法」「分析方法」に最も困難を感じている。また、「テ

ーマ設定」は両者ともに困難を感じている教員が多

い一方、最も差が生じているのは整理・分析の「研

究手法」「分析方法」である。さらに、まとめ・表現

の「論文執筆」「論文添削」では、どちらかというと

修論執筆経験者は「論文執筆」に困難を感じ、修論

執筆未経験者は「論文添削」の方がより困難を感じ

ている。しかし、評価の「評価・優秀論文の選考」

については、両者に大きな差は認められない。 

図２論文指導上難しさを感じている点（修論執筆経験者） 
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図３論文指導上難しさを感じている点（修論執筆未経験者） 

②論文指導上工夫している点 

 自由記述方式で論文指導上工夫している点を、論

文指導上困難を感じている点と同じ項目に分類し、

整理したものが図４・５である。修論執筆経験があ

る教員が指導上工夫している項目は延べ 12 に対し、

修論執筆経験がない教員は延べ 6 項目と差がついて

いる。また、修論執筆経験がある教員は、研究プロ

セスの前半に指導の工夫をしている傾向がある。 

図４ 論文指導上工夫している点（修論執筆経験者） 

 

図５ 論文指導上工夫している点（修論執筆未経験者） 

（２）考察 

①「卒業論文」指導教員が抱える指導上の問題点 

論文を書く一連の流れの中で、教員が指導上困難

を感じているのは、テーマ設定から研究の手法・分

析方法の決定までと最後の評価である。本校では、

共通のワークシート型のプリントで生徒の研究をサ

ポートしているので、論理的な文章が書かれている

かは別として、ある程度のルールが決定している（４）

「論文執筆」「論文添削」での困難さを感じていない

と思われる。修論執筆経験がある教員の「論文執筆」

「論文添削」で困難さを感じた理由として個別のイ

ンタビューをした結果、いかに論理的に文章を書か

せるかということで苦労しており、いわゆる形式的

なもので困っているわけではなかった。つまり、よ

り完成度が高い「卒業論文」を求めた結果が反映さ

れていると思われる。 

②修士論文執筆経験の有無による指導教員が抱える

指導上の問題点の違い 

学部の卒業論文と修士論文の違いは当然あり、何

よりも学術論文と呼ばれる修士論文に取り組んだ経

験は、高等学校の「卒業論文」を指導する教員のス

キルに活かされていると考えられる。大学での専攻

にもよるだろうが、人文科学系や社会科学系の分野

では特に学部の卒業論文と修士論文に差が生じてい

るように感じる。 

表１に示したように修論執筆経験者は、指導上困

難を感じる項目の数は執筆未経験者より少なく、ま

た、指導上その困難に対して指導の工夫を行ってい

る項目も多い。特に、実際の論文を書く段階の前の

課題設定、情報収集、整理・分析のプロセスにおい

て、指導の必要を感じ工夫を行っている教員が多い。 

整理・分析のプロセスにおいて、指導上困難を感

じる教員は、修論執筆未経験者の８割が感じており、

また、論文指導上工夫を凝らしている点では、研究

手法・分析方法の部分が皆無である。 

また、完成した論文添削においても修論執筆未経

験者のほうが困難を感じており、どこを修正すべき

かがわからないでいる場合が多い。 

表１ 指導上困難を感じる項目数と工夫の数 

 困難を感じる項目数 指導上の工夫の数

修論執筆経験者 2.4 個/人 1.2 個/人 

修論執筆未経験者 3.9 個/人 0.6 個/人 

 

３．指導方法の改善と教員の指導力の向上 

より学術論文としての質が高い修士論文執筆経験

者のほうが、高等学校の「卒業論文」指導には困難

さを感じていないといえる。しかし、困難な項目を
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指摘しなかった教員はなく、当然のことながら「卒

業論文」の指導方法の改善と教員の指導力向上が求

められる。 

修論執筆経験がある教員と経験がない教員とでは

指導上の工夫をしているか否かで大きな差が生じて

いる。例えば、整理・分析のプロセスにおいて、修

論執筆経験者は、ゼミの時間とは別に生徒たちを複

数集めグループ討論を行わせるなどして、研究の手

法・分析の方法を再度生徒だけで議論させるなどし、

実験・実証・論証の方法に多くの時間を割いている。

それらの指導方法は各教員の論文執筆経験からもた

らされている。 

探究型の学習や「卒業論文」のテキストでは、課

題設定の重要さが強調されている。本校の教員も課

題設定の難しさをよく口にする。しかし、課題設定

は、当然のことながら、そのあとに続く情報の収集、

整理・分析までの一連のプロセスとしてとらえるべ

きで、その一連のプロセスに特に教員は指導力向上

を目指すべきである。そのためには、指導する教員

が学術論文に定期的に取り組み、論文を書く経験値

を上げることが指導力向上に直結するであろうが、

現場のすべての教員が時間を取れるわけではない。

そこで、課題設定から情報の収集、整理・分析まで

の一連のプロセス、つまり、課題設定と仮説、検証

方法を考えることを繰り返し行い、それを教員同士

で批評しあうことが効果的であろう。高等学校はさ

まざまな専門を持つ教員が集まる場でもある。専門

分野を問わず、課題設定～分析のプロセスを繰り返

すことにより、さまざまな分野に対する知識と分析

方法が広がる効果も期待できよう。カリキュラムガ

イダンスの部分で、教員が生徒と一緒に簡単な課題

設定～分析のプロセスを行うのも効果的であろう。 

 

４． おわりに 

 筆者が本校の「自調自考論文」に携わって 6 年が

経過した。6 年前の卒業生が「自調自考論文」のテ

ーマを大学・大学院でさらに追及し、就職もそのテ

ーマを研究できるシンクタンクを選択した。探究型

の学習は生徒に印象に残る経験をさせる。高校で「卒

業論文」を課す以上、生徒に適切なサポートを行い、

主体的で能動的な学習を促さなければならない。そ

のためにも教員側の指導方法に改善を期していかな

ければならない。 

 

注 

（１）大貫眞弘・竹林和彦（2011）による。 

（２）桑田（2013）はレポート・論文を書くことによって

情報収集力･読解力･要約力･批判的思考力･表現力･課題発

見力･論点発想力･情報探索力･情報整理力･課題考察力･論

理構成力･文章構成力･自己管理力がつくとしている。 

（３）2012 年 11 月に東京大学大学院教育学研究科「イノ

ベーション科研」が実施した公開講座「中等教育における

卒業研究カリキュラム―学校図書館サービスを視野に入

れて―」などは学校間で指導上の問題を共有するうえで有

効な場といえよう。 

（４）例えば、参考文献の書き方や引用の仕方などは学校

全体で統一したものを作り、生徒はそれを利用している。 
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